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・星遷后駆
町職員の給与・定員管理 (P.2) 

まちの出来事 (P. 6) 

よろこびかなしみ ・ (P. 70) 

保健センターだより (P.14) 

お知らせ記事 (P.16) 

本州四端首長が潮蝉を訪問

本州四端首畏 ゜

本州最南端渾岬
岩手県宮古市山口県下関市 ～2009.11.12～ 和歌山曝串本町踏破

青森票大閻町

11月12日、岩手県宮古市・山口県下関市・青森県大間町の市町長が串本町を訪問し、本州最南端の地である

潮岬を訪問しました。（関連記事 P.6)

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,298人 ・男性…… 8,999人 ・女性…… 10,299人 ・世帯数…… 9,254世帯

（平成21年11月1El硯在）



(2)職員の初任給の状況（平成21年4月1日現存）

区 分 串本町

大学卒 172,200円
一般行政職

高 校卒 140,100円

技能労務職 高校卒 140,100円

大学卒 172,2(){]円
教育職

短大卒 152,800円

(3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成21年4月1H現在）

区 三： ： I 経験：：：：げ月1経験五ぢ笠王： I 経験石：2[出〗
一般行政職

（注）該当する条f験年数の戦旦かいないJ易合は紆験年数か近い哉旦の給料月頷を参者に算出しました。

[ 3．一般行政職の級別職員数の状況 ］ 
（半成21年 4月 1日現在）

区分 扱 級 級 4
 
級 蔽

標準的な職務内容 主事・技師 主盃 主任・主盃 副課長・専門員 参事課長主幹

聰 員 数 16人 16人 32人 36人 33人

構 成 比 12.0% 12.0% 24.l % 27.l % 24.8% 

位t) 1 串本町の給り条例に基づく給料表(/)級区分による職員致です

2 梗準的な臓務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務てすく~

[ 4 職員の手当の状況 ］ 

(l)期末手当・勤勉手当

（平成21年4月1日現在）

(2)退職手当

串本町 国

一人当たり平均支給額

(20年度）

153万8千円

【20年度支給割合】 【20年度支給割合】

〇期末手当 3 0月分
同じ

0勤勉手当 l 50月分

【加算措置の状況】 【加算措匿の状況】

聡制上の段階、職務の級 聡制上の段階、職務の級

等による川算措置 等による加算措置

0役職加算 5~10% 0役職加算 5-20% 

〇管理職加節なし C)管理職加算 l0~25% 

※企業職を除きます,,

串本町 国

く支給率〉 〈自己都合〉 〈勧奨 定年〉

勤続20年 23 50月分 30 55月分

勤続25年 33 50月分 41 34月分

勤続35年 47 50月分 59 28月分 同し

畏高限度額 59 28月分 59 28月分

その他の加算措宣定年前早期退職特例措置

(2%~20%) 

］人当たり平均支給額（平成20年度）

〈自 己 都 合〉 674万2千円

〈勧奨定年〉 2,354万2千円

情） 退戦了‘りの 人‘りたりの平均支給額は平成20年度に退識した訊貝に支給された平均額てす
◎戦員千喝は他に、特殊勤務千当、時間外勤務千出、扶養千当、イl．居千廿、通勤千喝、管坪職千粁などかあります
詳しくはホームページに掲枚しますので、そちらをこ罠くたさい。

[ 1 総括 ］ 
(1)人件費の状況（普通会計決算）

悶琴；末門1二I二：I ：億：；
（注）人件費には町長や副町長など特別職に支給される給料や手当、町議会議貝や各種委員会報酬

等を含んでいます。

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

給 与費

期末•勤勉 ＝ 
給 料 職貝手当 計 B

手当

9億5,328I l億1,930I 3億9,501I 14億6,759
万円 万円 万円 万円

職員手当には退職手当を含んでいません。

職員数は平成20年4月1日現在の人数です。

区 分

20年度

区力 I、 職員数
A 

20年度

1

2

 

ヽ
~注（
 

19,426人

253人

人件費率 （参考）

B/A 119年度人件費率

22.8% 

一人当たり

給与費

B/A 

580 
万円

24.8% 

(3)ラスバイレス指数の状況 （各年4月1日現存）

98.0 

96. 0 e ----------------------------------------------------------

94.0 

92.0 

90.0 
串本町 類似団体平均 全国町村平均

（注） ］ ラスパイレス指数とは、国家公務貝の給与水準を100とした場合の地方公務

貝の給与水準を示す指数です。

2類似団体平均とは人11規模、産業描造が類似している川体のラスパイレス
指数を単純平均したものです。

［ 2.職員の平均給与月額・初任給等の状況 ］ 
(l)織員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 （平成21年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般行政職 43 2歳 319,300円 382,757円

技 能労務職 49 7歳 259,200円 291,317円

うち用務員 49 6歳 250,700円 281,073円

教 育 聴 43 9歳 316,400円 341,991円

消 防 戟 44 2歳 324,200円 390,578円

（注） l '平均絵料月額」とは平成21年4月1日現存における各職種ごとの職員の甚本
給の平均です。

2 「平均給与月額j とは給料月額と毎月支払われる扶投手当、地域手当、｛「居手

当、時問外勤務手当てなどのすべての諸手当 （期末 ・勤勉手当及び退載手当を除

きます。） の領を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかに

されているものです。

定
員
管
理
等
ー
ご
し

称
町
の
給給
与． 

串
本
町
で
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務

・
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

こ
れ
ら
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理

等
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
〈
国
が
定
め
た
指
針

（
総
務
省
事
務
次
官
通
知
）
に
従
う
も
の
で
す
〉

な
お
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
等
は
、
全
て
税
や
各
種

保
険
料
等
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。
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串本町では、下記の施設について、指定管理者の募集を行います。

●応募資格
串本町内に本社または支店・営業所、団体等の拠点を有すること

ができるもの（個人での応募はできません）

※その他欠格事項は募集要項に記載しています。

管理業務の内容、指定の期間等は、各施設によって異なりますの

で、詳しくは募集要項及び仕様書をこ覧ください。各施設の募集要

項及び仕様書の配布期間並びに配布場所等は下記のとおりです。

なお、郵送による配布をご希望の方は、 240円分の切手を貼った
返信用封筒（角2サイズ以上）を同封のうえ、各施設の担当課あて
請求してください。

●請求先

〒649-3592 串本町串本l8 0 0 
串本町役場 （担当部署）あて

募集要項及び仕様書の お 問

＾ 
せ 先

施 設 名
仁こl

配布期間並びに配布場所 （担 当 部 署）

平成21年12月 1日～平成21年12月25日に 商 工 観 光 課
国民宿舎あらふね

商工観光課で配布します。 合 0735-62-0557

串本町都市交流 平成21年12月 1日～平成21年12月25日こ 農 林 水 産 課

海 洋 施 吾口n、 農林水産課で配布します。 合 0735-62-0558

◎募集要項及び仕様書は串本町役場ホームページにも掲載しています。

土・日祝日は上記の担当部署での配布は行っていません。

また、配布時間は午前8時30分から午後5時までです。

［指定管理者制度とは〕

多様化する住民ニーズにより効果的・効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能

力を活用しつつ、住民サービスの向上や経費の節減等を促し、その適正かつ効率的な園用を

図ることを目的としています。

⑥広報くしもと 2009.12

［ 5.特別職の報酬等の状況 ］ 
（平成21年4月1日現仁）

区分 給 料 巨 額 等

給 町 長 531. 200円

料 副町長 448,000円

報 議 長 270,000円
副議長 215,000円

酬 さ叶羊 只E 200,000円

町 長 （平成20年度支給割合）
期 副町長 3.0月分 加算給料月額の35%
末

手 議 長
（平成20年度支給割合）

当 副語長 3 0月分 加算報酬月額のl0%
議 巨c ， （算定方式） Cl期の手当額） （支給時期）

町 長 退職の日の給料巨額 x在職月数 X43.3/ 100 l, 104万円 任期毎

副町長 退職の日の給料巨額 X在職月数 X25 8/ 100 554万8千円 任期毎

（］i) 退識手＇りの「 1朋の手‘'1祖」は4月1『現在の給料月祖及び支給率に広つぎ、 1判 (4年＝48月）務めた場合
における退職千当の見込領ですc

[ 6 定員管理 ］ 
(l)年齢別職員構成の状況（平成21年4月1日現存）

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳
区分 I I I I （ト I I I I I 計

夫満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

職員敬
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

゜
6 27 40 53 45 30 48 51 53 46 l 400 

(2)定員管理の数値目標及び進捗状況 （平成21イI4月1日現イ1)

区 分
平成17年 ～平成20年 平成21年 平成l8年～21年 平成22年
（計画始期） (～3年目） (3年目） ノ□ 弓口t （数値目標）

一般行政及び 職員数 347人 304人 303人 302人

公営企業等 堵減 ／ .a. 37人 .a. l人 .a. 38人（97%) "" 39人

特別行政 職旦数 112人 102人 98人 97人

（教育・消防） 増減 ／ ▲ 10人 ..... 4人 ▲ 74人 (93%) ▲ 75人

職員数 453人 406人 401人 399人
合言t

／ 堵減 ..._ 47人 ..... 5人 ▲ 52人 (96%) ▲ 54人

（注） j 計1曲期間はj7年～22年の 5年闇です。
2 ( ％）内の薮1直は数伯目標に対する遮捗率を示しています。
3 増減は、各{Iの欄にあっては対前介度比の職員増減数を、戸Iの情にあっては訂画 lり口以降現介までの
職貝培減数の累計をホしています。
4 特別行政栽員数には教育長が含まれています

広報くしもと 2009.12(4〉



11
月
9
B
か
ら
15
日
は
、
秋
の
仝
国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
し

た。
こ
の
間
、
串
本
町
内
で
も
火
災
予
防
に
向
け
た
様
々
な
わ
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
13
日
に
は
、
大
島
地
似
・
須
江
地
区
・
樫
野
地
区
で
、
消

防
職
員
に
よ
る
作
宅
防
火
診
所
が
行
わ
れ
、
．
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
硝
防
習
員
が
油
間
。
住
℃
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
点
検
し
、
ま
た
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
周
辺
・
暖

房
謡
具
の
使
用
状
況
等
に
つ
い
て
聞
き
収
り
を
行
う
な
ど
、
火
災

の
発
生
予
防
の
汁
益
点
や
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

防
火
診
断
で
火
災
へ
の
備
え
を

秋
の
火
災
予
防
運
動

火の元の状況について確認する消防署員

〗
製
材
の
技
術
革
新
で
林
業
の
振
興
を

林
業
応
援
講
演
会

1
1月
6

日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
「
林
業
再
叶
の
切
り
札
—
技

方
術
革
新
—
」
と
題
し
、
林
業
応
援
溝
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＜
溝
師
は
、
愛
緩
県
松
川
市
の
鶴
崎
・
眸
事
株
式
会
社
で
技
術
顧
問
を
さ
れ
て

は
い
る
梶
原
康
太
郎
氏
。

声
梶
原
氏
は
、
「
日
本
の
森
林
茶
積
は
増
え
て
い
る
が
森
林
整
備
を
し
な
い
で

増
え
て
い
く
と
木
材
の
nnn
質
が
落
ち
て
い
く
。
和
歌
山
県
の
森
林
資
源
は
多

講い
く
、
適
正
な
生
庄
が
行
え
れ
ば
、
和
歌
山
県
の
木
材
は
み
か
ん
に
次
ぐ
産
業

に
な
り
う
る
の
で
は
。
」
「
H
本
の
木
材
は
、
育
材
や
木
材
の
搬
出
経
費
が
・
紐

催で
い
割
に
先
値
が
安
く
、
経
済
原
理
が
働
い
て
い
な
い
。
欧
米
の
最
先
端
の
製

開タ
材
技
術
や
人
工
乾
燥
材
加
上
設
備
等
の
整
価
を
行
い
、
切
り
出
し
た
木
材
の

セ
受
け
間
を
作
っ
て
、
安
定
し
た
木
材
の
需
唆
を
確
保
す
れ
ば
、

111村
の
活
性

文
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

串
本
町
役
場
町
長
室
で
交
流
会
話
を
行
っ
た
四
首
長

本州四端首長交流会議
岩手県宮五預 山口県下陽・｀J獣山屠．． 馘I胃頁』鴫中町

本州最南端の潮岬望楼の芝生では、田熊町長より各市
町長へ「本州最南端訪問証明書」が授与されました。
また今回、金澤大間町長が本州四端踏破完了となり、

「本州四端踏破証明書」も合わせて手渡されました。

11
月
1
2
H
、
当
巾
本
町
に
、
岩
手
県
宮
ト
リ
巾
、
山
LJ
県
下
関
市
、
青
森

県
人
間
町
の
本
州
束
西
南
北
端
に
位
置
す
る
自
治
体
肖
長
が
集
ま
り
、
本

州
四
端
首
長
交
流
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
1013
回

H
と
な
る
、
本
州
四
端
に
栖
す
る
自
治
体
で
の
交
流
会
議
で

は
、
今
後
も
四
市
町
に
よ
る
＇
父
流
を
深
め
、
四
市
町
が
と
も
に
仝
日
へ
佑

報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
四
首
長
は
本
州
最
南
端
の
地
、
潮

岬
芋
楼
の
芝
生
を
油
問
。
田
嶋
町
長
か
ら
各

i
長
へ

「
本
州
最
南
端
訪
間
証
明
書
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
の
本
州
四
端
首
長
交
流
会
議
は
、
本
州
最

北
端
の
青
森
県
人
間
町
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す。

本
州
四
端
首
長
が
串
本
町
へ
集
結

本
州
四
端
交
流
事
業

今回町長を表敬訪問した哲泉流日木吟詠協会
和歌山県支部連合のみなさん

全
国
大
会
結
果
を
町
長
へ
報
告

哲
泉
流
日
本
吟
詠
協
会
和
歌
山
県
支
部
連
合

10
月

22n、
哲
呆
流

H
本
吟
詠
協
会
和
歌
山
県
支
部
連

合
の
皆
さ
ん
が
、

9
月
に
徳
島
限
で
fj
わ
れ
た
、
第
50
回

哲
泉
流
吟
詠
剣
詩
舞
仝
目
決
勝
人
会
で
の
結
米
報
告
の
た

め
田
嶋
fQJ
長
を
表
牧
訪
問
し
ま
し
た
。

今
厠
の
全
国
大
会
で
、
和
歌
山
県
支
部
連
合
で
は
予
選

を
通
過
し
た

19
人
（
吟
詠
の
部
9
人
、
剣
詩
舞
の
部

10

人
）
の
う
ち
、

12
人
（
吟
詠
の
部

6
人
、
剣
的
舞
の
部

6
人
）
の
力
が
人
賞
。
な
か
で
も
串
本

11仕
の
矢
野
友
香

さ
ん
は
吟
詠
の
八
段
の
部
で
優
勝
し
、
文
部
科
学
大
に
賞

を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
成
組
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

表彰式後の記念撮影
左から演岡さん（代理）、田熊町長、東出さん、枠谷さん

文
化
の
日
町
民
表
彰

11
月
1
日
、
町
民
大
運
動
会
の
会
場
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り

町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
町
民
表
彰
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
今
年
は
次
の

3
名
の

h
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

0
教
育
文
化
振
興
功
労
枠
谷
静
大
さ
ん

(71)
串
本

昭
和
61
年
4
月
か
ら
平
成
21
年
3
月
ま
で
の

23
年
間
、
串
本
町
体

育
指
荘
員
を
務
め
ら
れ
、
教
育
・
文
化
の
批
進
に
尽
JJ
さ
れ
ま
し
た
。

〇

消

防

功

労

束

出

照

雄

さ

ん

(62)
．紬富

昭
和
57
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
6
月
ま
で
の

26
年
間
、
串
本
IQJ
消

防
団
員
を
務
め
ら
れ
、
人
命
と
財
産
の
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◎
地
方
自
治
功
労

演
岡
宏
治
さ
ん

(82)
樫
野

平
成
5
年
2
月
か
ら
平
成
21
年
6
月
ま
で
の

16
年
間
、
樫
野
区
長

と
し
て
樫
野
区
の
運
営
に
努
め
ら
れ
、
同
地
似
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
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た
く
さ
ん
育
て
ら
れ
る
か
な
？
・
椎
茸
菌
床
寄
贈

11月

9
n、
田
原
小
学
校
へ
、
串
本
椎
茸
株
式
会
社
よ
り
「
菌

床
椎
耳
」
の
プ
ロ
ッ
ク
1
2
個
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

串
本
柑
茸
株
式
会
社
で
は
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
＋

ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
栽
坊
し
た
椎
茸
を
給
食
に
使
っ
て
食

べ
て
も
ら
い
た
い
と
、
昨
年
度
の
串
本
保
育
所
・
四
向
保
育
所

へ
の
提
供
に
続
き
、
今
年
度
は
田
原
小
学
校
へ
菌
床
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の

n、
子
ど
も
た
ち
は
串
本
椎
耳
株
式
会
社
の
職
員
か
ら
、

惟
茸
の
育
て
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
田
肱
小
学
校

で
は
、
各
学
年
の
児
章
が
水
や
り
な
ど
を
し
な
が
ら
柑
茸
を
育

て
、
収
穫
し
た
椎
茸
は
給
食
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

i;ODOMCT7f1オタ
，．，ノアイ 1昂本浴m
l ~ 

コ會

、•そ-・, 
'. ヤ

樫野埼灯台や灯台官舎を視察
するギュナイ トルコ文化・観

光大臣と田嶋町長

「菌床椎茸」のプロックに輿味津々の児童

地
場
産
業
に
活
力
をふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座

11
月
15
日
、
中
本
町
役
場
占
座
分
庁
舎
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ア
古
座
」
（
ヽ
十
催
古
座
活
竹
化
推
進
会
議
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
気
持
ち
の
よ
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
会
場
で
は
魚
の
す

り
身
や
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
古
座
ち
ゃ
ん
鍋
」
の
振
る
舞
い

や
、
風
船
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
典
産
物
や

T
物
な
ど
、

数
多
く
の
地
JL
特
と
几
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
西
向
促
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合
明
な
ど
の
出
し
物
や
、

地
元
の
・
2

日
楽
バ
ン
ド
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

福
引
抽
選
会
や
も
ち
ま
き
な
ど
の
催
し
物
が
行
わ
れ
、
会
場
は
地
場

産
品
を
買
い
求
め
る
人
や
催
し
物
に
参
加
す
る
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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2日問の学習・交流活動を終えて、記念撮影をする参加者

雙訊乳まり胃閃参f、了は 11 生
らキいたなつで加シマい
のャと‘どい‘者テにて 14

H 物
ーツこ活‘て串はィし ‘n の
胃ご言房斎冗i舟m拿贔・5も多
きレ提中をだ中や本習多 H
な l案で深後公仝沿・様の

o様
海ズし行め‘固日 lド交竹 2 0性
ヒとあつま串セか海流と H M に
としいたし本ンら域活湿間 0
定てポグたの夕集ご動地‘
め，スル゜す 1 ま

バつ
ま奇夕 l ばでつが K窟悶ィい
し跡 lプ ら串た闊 oき町
た I をワ し本小

オて
°跨作 l さの・

さ D も海ダナ：

き成ク に洵中
れ 0 の中ィメ
ま M を公 、`ユ！しで つの． o守園 l¥、JIし

大たは い特邸とバるセ
発ほ‘ て徴校。イ:. ✓ -、シ活
見か串 話や生 オとタテ動
I‘ 本 し牛の ダを 1 イ

会場では物産販売のほか、古座ちゃん
鍋の振る舞いや、西向保育所の子ども

たちによる出し物が行われました。

ト
ル
コ
文
化
観
光
大
臣
が
串
本
町
を
視
察

『
ト
ル
コ
に
お
け
る
日
本
年
』
に
む
け
て

10月
3
1
H
、
ト
ル
コ
共
和
同
の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
・
ギ
ュ
ナ
イ
文

化
観
光
大
臣
が
出
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
来
町
は
、
『
ト
ル
コ
に
お
け
る

n本
年
」
に
向
け
て
外
務

省
が
ト
ル
コ
文
化
観
光
省
へ
協
力
を
依
頼
し
、
招
聘
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
の
地
で
あ
り
、
ト
ル
コ
国
と
の
友

好
の
原
点
で
あ
る
串
本
町
を
現
地
視
察
し
、
「
ト
ル
コ
に
お
け
る

n

本
年
」
に
対
す
る
理
解
・
認
識
を
深
め
る
こ
と
を

H
的
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の

n、
ギ
ュ
ナ
イ
文
化
観
光
大
臣
は
、
ト
ル
コ
軍
艦
池
難
慰
霊

碑
で
献
花
式
典
を
行
っ
た
後
、
樫
野
埼
灯
台
や
ト
ル
コ
記
念
館
等
を

視
察
し
ま
し
た
。

歌
手
の
上
田
正
樹
さ
ん
が
来
町

エ
ル
ト
ゥ
—
ル
ル
号
を
テ
—
マ
に
歌
を

1
1
月
1
1
H
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
悲
し
い
色
や
ね
」
で
知
ら
れ
る
、

歌
手
の
上
田
正
樹
さ
ん
が
田
嶋
刷
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

上
田
さ
ん
は
、
今
年
ラ
イ
ブ
の
た
め
串
本
町
を
訪
れ
た
際
に
、

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
り
の
遭
難
や
、
当
時
の
島
民
の
方
々
の
献
身

的
な
救
助
活
動
に
つ
い
て
話
を
間
き
、
感
動
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た

FR
嶋
町
長
か
ら
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
出
来
＊
を

テ
ー
マ
に
し
た
歌
の
制
竹
に
つ
い
て
湖
か
れ
る
と
、
卜
田
さ
ん

は
「
今
一
番
必
要
な
も
の
は
こ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
は
。
こ
の

助
け
合
い
の
精
神
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
歴

史
か
ら
埋
も
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に
、
心
の
歌
を
竹
り
た
い
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

エルトゥールル号事件についての想いを話す上出さん

.. -

田中さんにエルトゥールル号の事件について説明する田嶋町長

映
画
監
督
田
中
光
敏
さ
ん
が
来
町

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
を
テ
ー
マ
に
映
画
化
検
討

1
0
月
2
7
日
、
映
両
「
火
天
の
城
」
の
監
督
、
田
中
光
敏
さ
ん

が
串
本
町
を
訪
れ
、
田
嶋
町
長
と
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
を
テ
ー

マ
に
し
た
映
画
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

今

lnl
の
訪
問
は
、
以
前
よ
り
田
嶋
町
長
か
ら
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
に
つ
い
て
話
を
間
い
て
い
た
田
中
さ
ん
が
、
興
味
を
持
た
れ
、

映
両
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
視
察
に
訪
れ
た
も
の
で
す
。

田
中
さ
ん
は
「
串
本
の
先
人
た
ち
が
、
見
た
こ
と
も
な
い
畏

国
の
人
た
ち
を
何
の
利
9
~も
無
く
助
け
て
い
く
。
そ
こ
で
起

こ
っ
た
人
間
ド
ラ
マ
・
奉
仕
の
精
神
は
、
現
布
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
人
た
ち
に
伝
え
る
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
」
と
映
画
化
に

つ
い
て
の
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。

広報くしもと 2009.12 ⑧
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（後期藁齢遷絨医療保険制度栂固⑲お知

◆◆◆保険料の納付について◆◆◆

長寿（後期高齢者）医療制度においても国民健康保険制度と同様に、普通徴収（納

付書によリ納めていたた＜方）における納期限か各期毎に定められていま寸。

訥付をいたたく各期の納付期限か寸ざよ寸と督侶状を送付させていtこだくことに
なつています。納付期限をご確認の上、各期限までにお納め<tこさい。
まに、口座振替を希望される方て、国民健康保険制度加入団に保険料を□淫振替て
納めていtこにいに方も改めて□座振替の手続きか必要となリます。

◆◆◆保険証・保険料の詐取にご注意ください◆◆◆

県タトの市町村ては、市町村の職邑を名乗り、保険証忙保険料を詐取しようとする事

例が報告されていより。

年天にかけ、何かと慌fこだしくなる中で、不審な人物の訪閤や不審と思われる電話

なとにはこ注意ください。

また、不審と思われる訪同者には、その場て保険証や保険罪を渡さが役場へ丙い

合わせをいただきまdようお顆いしま芍。

■お思い合わせ先■
串本町役場住民課長寿（後期高齢者）医療係 ff0735-62-0561（直酒電話）

―̀------------------------------------------------------「=•= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= = •= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= = •= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= = •= ＝9= ＝ •= =9= ＝ •= ＝9= ＝ •= ＝9= -

I 
共同住宅（アパートマンション）内の共同受信施設や、建物等による受信障害対策として設置された ： 

共同受信施設の地上デジタル化に対して助成制度がスタートしています。

i 施設の地上デジタル化対応において、経費負担が過重となる場合（世帯当たり 3万5千円以上）、国の ： 
・ 助成が受けられます。「 ‘‘ • こたし、国地方公共団体等が所有する共同受仁施設は助成対象とはなりません。 ： 

IE『,l{,”罰量襴門窃印憫割怜け’闊9’”'：
1 共同住宅の共同受信施設に対寸る助成金制度は2010年 1月l5El、受信障害施設デジタル：

I化の助成金制度は2009年12月28Elが申請の締切となっています。 ＇ 
I ■お問い合わせ先
I 助成制度の詳しい内容については、
I 0デジサポのホームページ http:／／dig|Suppo.jp/ i 

0デジサポ助成金相談窓口 n 0570-093-724（平巳 9:00-18:00) , 
i ※|P霞話等、ナビダイヤルがつながらない方は、 ff03-5623-3121でお受けしております。 ： 

i ■助成金申請受付窓口
、 総務省和歌山県テレビ受信者支援センター（愛称：デジサポ和歌山） ： l云 073-426-267l
⑪広報くしもと 2009.12

※広報への掲載を希望されない方は、届出の際に窓口にお巾し出ください。
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田 野並
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メルハバIトルコ．12010••··-•• --・・-・← --•一―― •- ．.←-・← -.--•一――•一．．←··-•一—

2010年はエルトゥー）レル号遇難から120周年の節目の
年であり、また 『トルコにおける日本年」となります。
串本町では、 卜）レコを観光しながら姉妹都市メルシ
ン市での追悼式典へ参加するツアーを計画しており、
ツアー実施は2010年9月を予定しています。概要につ
きましては下記までお問合せください。

■お商い合せ■
串本町役場総務課内
日本トルコ友好120周年等事業実行委邑会事務局
合 0735-62-0555（内線333)
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12月は、合同「滞納整理強化月間」です。

町税の納め忘れはございませんか。

串本町、和歌山県及び和歌山地方税回収機構では、 12月を合同の

『滞納整理強化月間』として、滞納額縮減のため差押えをおこ

なうなど、協調して滞納整理を進めます。

まだ納付されていない方は、至急役場又は金融機関等で納付して

ください。また、何らかの事情で納付できない方は、未納のまま放

置することなく、税務課など関係各課までこ相談ください。

納期内に納付されない場合は、法律により年率14.6％の
延滞金がかかります。

納税は納期限内に1!

こEミ州地方税回り日己~
和歌山地方税回収機構は、滞納税金を回収するため、涜納者宅

の捜索、不動産・預金•生命保険・売掛金等の差押、公売など

の法的処分をおこなう組織です。

本町では現在、税回収機構職員の派遣を受けるとともに、随時

滞納事案の移管をおこなっており、今後も滞納放置者などの税

金回収のため、積極的に活用していきます。

ー利歌山県串本町役場税務課一

⑬広報くしもと 2009.12

◆◆◆個人住民税の特別徴収制度について◆◆◆

［事業者の皆様】

均従業員（給与所得者）の所得税は給与から源泉徴収しているけれど、

1固人住民税は徴収していない、ということはありませんかつ

【従業員の皆様】

]給与所得に係る1固人住民税は特別徴収されていますかつ

従業員（給与所得者）の恒人住民税は、事業者（給与支払者）

が毎月徴収し、市町村に納税しなければなりません。

◎特別徴収とは？

所得税の源泉徴収にあたるものが住民税では特別徴収と呼ばれています。

個人住尻税の特別徴収とは、事業者（給与支払者）が、従業員（納税義務者である1固々 の

給与所得者）が収めるべき税額を毎月の給与の支払い時に徴収（天引き）し、その徴収した

税金を市町村に納入していただく制度です。

従業員ことの住民税額は、市町村で計算し、お知らせしまgので、事業者の方にとっては、
所得税のように年末調整をするなどの手閻がかかりません。

また、従業員の方にとっては、納税のにめに金融機関や市町村の窓口に出同く手間を省く

ことができま9。

◎どのような場合に特別徴収義務者になるのでしょうか？

所得税の源泉徴収義務者である場合は、 1固人住民税についても特別徴収の義務があります。

地方税法では前年中に給与所得があった1固人住民税の納税義務者で、その年の4月1日現

在で事業者から給与の支払いを受けている方については、特別徴収の方法により個人住民税

を納税していただくことになっています。

1個人住民税の特別徴収の方法による納税のしくみI

I ④税の徴収
(6月から翌年
5月の給与支払時）

I且与 (l月31日まで）

←翌竺四竺知
＞信払 (5月31日まで）

者

- 口
（翌月lO日まで）

詳しくは、串本町役場税務課 住民税係にこ相談ください。

■お問い合わせ先■串本町役場税務課 合 0735-62-0586

広報くしもと 2009.12 (12) 



一 峨ンフJいエン捗喉臨幽圏Zつし沢：一
新型インフルエンザ予防接積について、医療機関へのワクチンの供給量は限られております。

そのため、優先接穂対象者順に接種します。

[ 1歳～高校生に相当する年齢の方は2回接種です。それ以外は、 1回接種です。 ］
優先接種対象者の接種スケジュール（予定）

1 可 三二〉 三 ※変更される場合があります。

妊婦 (ll月16日現在）

接
種 旱礎疾患（最優先）

ス 基礎疾患（その他）
ヶ
ジ 幼児 (l歳～就学前）・小学校 l~3年生

ュ 1歳未渦児の保護者等高校生に相当する者
| 
ル 小学校4~6年生中学生高齢者

国内産ワクチン

鯉保健センター12月の行事予定は下記のとおりです。

※健診竹についてのお申し込み•お問い合わせは、
保健センター（fl0735-62-6206) まで。

【成人関係I
健康相談

三丁：階炉
※誰でもお気軽に会場へお越しください3
(rfiJI土測定や健康についての祖談を受けております）

一輸入ワクチン

10月 I ll月| l2月| l月 1 2月

※優先対象者で接種を希望される方は、かかりつけの医療機関にお問い合わせください。

【接種までの流れ】

叶 鰐庄言畠誓‘接種

3月

■過去5年間がん検診を受けていない方へ■
串本町ては過去5年間がん検診を受けていない方へ、
平成22年l月に検診を実施する予定です。対象となられた方に
は個別通知いたしますので、必す受診しましょう。

【乳幼児関係】

乳幼児健診

R
 

二R医療機関に接種予約（接種日が決定）
接種費用無料の手続き

優先接種対象者の方で、生活保護・非課税世帯の方は、

接種費用が無料になります。役場（保健福祉課）または

古座分庁舎（総合業務課）で申請手続きをしてください。

※接種日が決まってから申請にお越しください。

こ
二 ④E三コ

◆接種費用・・・••…••....…•

対象者：串本町に住所を有する者

1回目： 3,600円 2回目の接種が必要な方： 2,550円
※ただし l回目と異なる医療機閉での接種は3,600円

生活保虔 ・非課税世帯 課税世帯

自己負坦無料 1回目の接種のみ2,000円を補助します。

接種費用全額助成対象者確翌書を発行 自己負担 l,6OO円（窓口でお支払いください。）

町内の
→申請は串本町役場（保健福社課）または

2回目の接種が必要な方は、 2回目は全額自己負担と
医療機関

王座分庁舎（総合業務課）へ申話 なります。
●上記確認雲を医療機関に提出すると無料です

申請に必要な書類 医療機関で優先接種対象者ですと申し出てください。

(l）印鑑 (2)本人確認できる書類 （医療機関窓口で健限保険証母子手恨等を提示）

契約済の 出本町が契約している町外の医療機関では、上言已 窓口で全額支払ってください。後ほど払い戻ししま寸

町外 確認書を持っていくと無料になりますので、詳し (1回目3,600円のうち、 2,000円を補助します）

医療機関 くは保健センターにお問い合わせください。 保健センターに償遼払いの申請をしていただければ

町外の末契約の医療槻関で接種を受ける場合は、
2,000円を払い戻しします。
※払い戻しの手続きに必要な書類

町外の 窓口で全額支払ってください。 ①医療機関から発行される接種済証
医療機関 保健センター窓□1こ払い戻しの申請をしていた （の領収書 ③印鑑 (4)木人確認できる書類

だければ全額を払い戻します。 ⑤返還金の振込口座

◎11月11日に新聞の折込チラシにてお知らせした内容で、接種回数や接種スケジュール等に変更が
あります。今後も、変更される可能性がありますのでこ注意ください。

⑲広報くしもと 2009.12

日 時 場所 内 容

12月3日（木） 保健センター 1歳6ヵ月児及び
13 00-13 30 2階 2成6ヵ月児催診

12月ID日（木） 保性センター
3歳6ヵ月児催診

13 00-13 30 2階

12月17日（木） 保紐センター 4ヵ月児社診及ひ
13 00-13 30 2階 BCG接稗

12月17日（木） 保健センター
6ヵ月児健診13 30-14 00 2階

◆女性特有のがん検診対象者の皆様へ◆

対象者の方には保健センターよりイ固別通知を行っています。
お甲し込み1まもうお済みでしょうかつ集団検診litl月に実施予
定て、お申し込み締め切りは12月18日（金）となっています。
検診は無料ですので、是非お申し込みください。

＊歯周疾患検診について＊

平成21年4月lEl ～平成22年 3 月 31El までの間で40歳 •50歳

60歳 •70歳になる方は今年度無料にて検診が受けられます。

対象者の方には個別通知しています。
【受診期間】平成21年12月25El（金）迄

乳幼児予防接種

日時 内容

12月8El（火） 三種混合
13 l0-13 40 1期初回

12月17巴（木）
巳CG

13 oo~ 13 30 
12月22日（火） MR（麻しん同
13 10~13 40 しん混合） 1期

各種教室

日時及び内容

12月8巳（火） 10 00~ 
ひよこひろば
(6ヵ月～1娠児）

12月IBEl（金） 10 00~ 
ちびっこひろぱ
(2歳児～3歳児）

※三種況合の接種対象は 7歳6ヵ月木満の力です．
(1期初同は21)~56日の間隔で3同投柿します）
※MR（麻しん・風しんijと合）の接種対象は 1期(I歳児）
ですr
※予防接種・ひろば・教室の会場は保健センター 2階です。

一新型インフルエンザを予防しましょう！I一新型インフルエンザはワクチンを接樺したからといってかからないわけではありません。

毎日の予防が感染防止に効果的です。流行に備えて予防しましょう II

①頻繁に石けんと流水で手洗いし、うがいを行う

②咳エチケット い
（自分に咳などの症状があるときは必すマスクを着用）

③人こみにはなるべくいかない

④タオルの共用はしない

⑤十分な休養とバランスのよい食事
（体調の管理）

広報くしもと 2009.12 ⑭
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集
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事

圏

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離

婚
・
父
の
化
亡
な
ど
に
よ
り
父
と
生
川

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て

手
当
を
＇
又
給
す
る
制
度
で
、
母
子
家
庭

の
生
活
の
安
仝
と

n立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
期
進
を
図
る
こ
と
を
日
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

父
母
の
離
婚
・
父
の
化
亡
の
他
に
、

父
が
．
定
以
上
の
節
害
に
あ
る
場
合
・

父
が
児
童
を
1
年
以
上
遣
棄
し
て
い
る

場
合
な
ど
も
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
母
や
蓑
育
者
が
公
的
年
金

や
遺
族
補
償
を
受
け
て
い
た
り
、
所
得

額
が
．
定
以
上
の
場
合
、
手
当
て
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
金
額
（
月
額
）

令
部
支
給

4
1
,
7
2
0
円

前
芝
英
子
（
串
本
）

川
名
昭
弘
（
津
仙
）

谷
本
節
代
（
古
田
）

岩
谷
悠
史
（
潮
岬
）

中
林
孝
治
下
野
山
）

ぃ

屑

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
パ
咽

の
サ
ー
ビ
ス
向
卜
の
実
現
を
目
指
し
、

社
会
保
険
斤
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、

「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

0
現
在
お
近
く
に
あ
る
社
会
保
険
中
務

所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と

名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談

な
ど
の
窓

nと
し
て
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
「
年
金
事

務
所
」
は
、
現
在
あ
る
社
会
保
険
事

務
所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま

す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

0
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
社
会
俣
険
庁
や
礼
会
保
険
事

務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各

種
の
関
係
晉
類
は
、
内
容
に
よ
り
、

今
後
は
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年

金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い

9
,
8
5
0
円

i
4
l
,
7
1
0
円

（
第
一
子
は
5
,
0
0
0
円
、
第
一
二
子

以
陥
は
一
人
に
つ
き
3
,
0
0
0
円
加

算）※
児
登
扶
養
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

(
6
0
7
3
5
1
6
2
_
0
5
6
2
)
 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
4
H
1
1
0
日
は
第
61
阿
人
権
週

間
で
す
。
本
年
の
啓
発
重
点
目
椋
及
び

強
調
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

ー
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に
—

マ
強
調
事
項

0
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

0
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民

の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

0
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
月
か

ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継

い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公

的
年
令
制
度
は
、
国
の
制
度
と
し
て
、

そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き
紐
き

責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「
日
曜
・
無
料
公
証
法
律
相
談
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

ァ

日

時

12
月
20
日
（
日
）

午
前
9
時
1
午
後
5
時

て

場

所

新
宮
公
証
役
場

て
相
談
員

公

証

人

中

村

司

て
相
談
内
容

追
―
―
ロ
・
相
紬
・
離
婚
・
子
の
蓑
育
費
・

年
金
分
割
・
慰
謝
料
•
財
庄
分
与
・
家

族
の
扶
養
・
什
意
後
見
（
．
り
四
齢
者
等
の

連絡先

0
高
齢
行
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

つ`
0
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
芯

を
実
現
し
よ
う

0
部
落
＂
六
別
を
な
く
そ
う

0
ァ
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
班
解
を
深

め
よ
う

0
外
国
人
の
人
権
を
尊
訳
し
よ
う

O
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
仙
見
を
な
く
そ
う

0
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

0
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
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権
に

配
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よ
う

0
ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
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よ
う

0
竹
的
指
向
を
理
由
と
す
る
凡
別
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く
そ
う

0
ホ
ー
ム
レ
ス
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す
る
仙
見
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そ
う

0
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5
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防
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由
と
す
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別

を
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財
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）
・
上
地
建
物
の
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．

金
銭
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伯
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売
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．
贈
与
・
債
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弁
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・
保
祉
•
そ
の
他
各
種
の
契
約
·
尊

厳
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宣
言
・
会
社
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款
な
ど

マ

予

約

半
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だ
さ
い
。

マ
そ
の
他
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n
（
月
耀
ー
金
躍
）
の
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、
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用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
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密

は
厳
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さ
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ま
す
。

▼
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せ

新
宮
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証
人
中
村
司
）
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宮
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（
カ

マ
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ビ
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階）
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自
衛
隊
新
宮
地
域
事
務
所
よ
り
、
次

の
と
お
り
白
衛
官
等
を
＂
姑
集
し
ま
す
。

ご
募
集
種
目

①

f
伽
自
衛
官
補

②
高
等
上
科
学
校
生
徒

▼
制
度
の
概
要

①
予
価
自
衛
官
補
は
教
育
訓
練
召
集
に

応
ず
る
義
務
の
み
を
什
し
、
防
衛
召

集
・
国
民
保
設
等
召
集
・
災
古
召
集
に

応
じ
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
定
の
訓
錬
終

f
後
、
予
備
白
衛
官

と
し
て
任
用
し
ま
す
。

②
人
隊
と
同
貼
に
通
信
制
高
校
に
人
学

し
、
技
術
陸
曹
と
し
て
必
要
な
教
育
・

訓
紬
を
受
け
な
が
ら
、
諜
程
修
了
貼
に

は
紬
卒
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

身
分
は
自
衛
官
で
は
な
く
「
生
徒
」

で
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等
学

校
教
育
を
受
け
る
制
度
で
す
。

マ
受
験
資
格

①
一
般
公
募
は
18
歳
以
ヒ

34
歳
木
満
、

技
能
公
募
は
18
歳
以
上
で
、
保
介
す

る
技
術
に
応
じ
53
歳
か
ら
55
歳
木
満

※
い
ず
れ
も
採
用
時
年
齢

②
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

巾
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含
む
）

※
平
成
22
年
4
月
1
日
現
介
の
年
齢

マ
受
付
期
問

①
平
成
22
年
1
月
中
旬
ー

平
成
22
年
1
月
卜
句

③
随
時

マ
試
験
期
日

①
平
成
22
年
4
月
中
旬

②
平
成
22
年
1
月
23
日
（
ー
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

一
部
支
給

0
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
謡
を
深
め
よ
う

0
人
身
取
引
を
無
く
そ
う

※
次
の
と
お
り
、
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
や
い
ろ
い

ろ
な
困
り
ご
と
で
お
悩
み
の
方
は
お

気
軽
に
起
こ
し
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
外
部
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼

日

時

12
月
4
H
（金）

1
1
2
月
1
0
H
（木）

午
後
1
時
30
分
ー
午
後
3
時
30
分

マ

場

所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び

占
座
分
庁
舎

※
相
談
員
は
人
権
擁
設
委
員
ま
た
は
行

政
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
当
局

の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
行
政
相
談
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鳥
屈
信
次
郎
（
出
霙
）

神

崎

博

（

田

原

）

村
上
正
人
（
和
深
）

保

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2 -0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター
(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

http//www.lown.kushimolo.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimolo.wakayama.jp 

⑰広報くしもと 2009.12

串

古

学

生

串

広報くしもと 2009.12 (16) 



⑫国国国口国国
日躍 行事内容（時間） 場 所 主管課等

4金 〈第61回人権週間〉 串本町文化センター 住民課

I 特設人権行政相談 串本町役場古座分庁含

10木 (13 ll-15 30) 

5士 本州昂南端串本 サンナンタンランド 生涯学習課

I グラウンドゴルフ

6日 交歓大会

lO木 行政相談 古座福祉センター 住民課

(l3か 1530) 

13巳 町内一斉渭掃 各 地 区串本町芙化

（午前中） 推進協議会

24木 人権行政相談 古 座 児苗館 住民課

(13か 1530) 

27日 消防団年未督戒 町内 全 域 消防団

I 
30水 (21 00-2 00) 

1広告1町収入の一部とするため有料広告を褐載しています。

田

今
月
の
網
税

了

税

目

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
9
期）

〇
介
設
保
険
料
（
第
9
期）

0
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
（第
6
期）

〇
固
定
責
産
税
（
第
3
期）

▼
納
期
限

1
月
4
日

（月
）

※
固
定
惰
産
税
は
1
2
月
25
日

（金）

◎
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
律
に

よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務

課
へ
。
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
住
民
課
へ
。

今年の尖災・救急件数
-11月1日現在 一

火災件数

建物 4件

林野 0件

その他 1件

合計 5件

救急件数

交通ワ5件

急病 615件

その他 288件

合計 9ワ8件

火災のない住みよい豊かな町づくり

放
送
人
学
で
は
、
平
成
2
2
年
度
第
1

学
期

(
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

放
送
人
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な

R
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

h
が
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

0
1
5
歳
以
卜
の
力
な
ら
、
1
科
日
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

□履
修

生
と
し
て
人
学
で
き
ま
す
。

018歳
以
卜
の
大
学
人
学
賓
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で
令
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、

4
年
以
ー
在

学
し
て
1
2
4
単
位
以
上
を
修
得
し
、

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
蓑
）
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

0
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
力
に
は
、
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

今
回
串
本
で
行
わ
れ
た
本
州
四
端
首
長

に
よ
る
四
端
市
町
の
訪
問
。
こ
の
各
地
の

訪
間
は
束
西
南
北
の
順
番
で
行
わ
れ
て
い

て
、
昨
年
の
下
関
市
旧
催
で
は
、
私
も
本

州
最
西
端
の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
元
を
含
め
、
四
端
2
箇
所
を
踏
破

し
た
こ
と
に
な
る
と
、
な
ぜ
か
と
い
う
か
、

や
は
り
と
い
う
か
、
あ
と
2
饒
所
も
行
っ

て
お
か
ね
ば
と
い

っ
た
気
持
ち
に
な

っ
て

き
ま
す
。
今
後
機
会
が
あ

れ
ば
残
り
あ
と
2
箇
所
も

巡
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。

(
T
)

編集

後記

広告募集のお知らせ

広報くしもとでは、有料広告を募集しています。

［掲載スペース］縦 46mmx横 85mmまたは

縦 46mmx横 174mm

［掲 載粘I1広告 5,000円よリ
広告掲載を希望される方は、役場企画財政課広報係

(TEL 0735-62-0555)までお問い合せください。

けて調査員かお伺いします。

なお蒻査票に記入していにtこいに内容について
は統計法に基つき秘密か厳守されますのて、正確

なご記入をお顆いしまサ。

経済産業省・和歌山県・串本町

自
衛
隊
新
宮
地
域
事
務
所

60735_21

—

3419 

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

0
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す

マ
募
集
期
間

11
月
1
5
日
1
2
月
28H

マ
資
料
請
求
•
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

6073

—

43l_0360 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http:1ミ
w
w
w
.u
-
air.ac
.jp

r•~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~7 
！ 年末年始の業務について 1 

！ 〇印は通常通りの業務となります i 
1 21年 22年 ！
I I I 1~ 月! 25 | | 26| | 27 | | 28 | | 29 | | 30 | | 31 | | [1 | 2 | | 3 | | 4 | | 5 | | { 

（合） （十） （日） （月） （火） （水） （木） （命） （＋） （日） （月） （火）

！役 場〇休休〇休休休休休休 0 0 1 
I 

1公民館〇休休〇休休休休休休 oIo 11 
I 
1図書館 01010 休休休休休休休休 o11 I 
I 
I串本病院 0 休休〇休休休休休休 0 IO I 1 I 

I古即 ILL病院 0 休休〇休休休休休休 oIo 11 
I I 
1 総合運動公間
1 サン・ナンタンランド 0 0 0 休 0 0 休休 0 0 休〇！

！サンゴの湯 0 0 0 休 0 0 休 休 0 0 休 0 ! 
！ 串本町B&G I 
海洋センター 01010 休休休休休休休休 o11 I I 
I ※休業期間中、役場では、出生、婚姻、死亡届の受付のみ行っています。各種証明書の発行は行っておりません。 I 
I ※図書館は図書整理のため、 12月28日（月）が休館となります。I-••ー··-••-••-••ー··-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-••-．．」

⑲ 広報くしもと 2009.12 広報くしもと 2009.12 (Is) 



平
成
2
1
年1
2月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
慄
東
牟
妻
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

◇
瑞
宝
双
光
章

酉

と
し
か
ず

利
和
さ
ん

(71
歳
潮
岬
）

西 利和さん

昭
利
32
年
か
ら
平
成
5
年
ま
で
、
約
36

年
の
長
き
に
わ
た
り
元
運
輸
省
第
三
港
湾

建
設
局
で
運
輸
行
政
事
務
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
地

カ
の
港
湾
空
港
事
務
所
で
海
港
や
空
港
建

設
の
事
務
に
携
わ
り
、
神
戸
港
工
事
事
務

所
次
長
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
の
業

績
と
貢
献
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

稲生 正治 さん

稲

生

正

治

さ

ん

(61
歳
サ
ン
ゴ
台
）

秋の叙勲

◇
瑞
宝
単
光
章

各
分
野
で
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
た
人
々
を
た
た
え
る

「
平
成
21
年
秋
の
叙
勲
等
の
受
章
者
」
が
発
表
さ
れ
、
元
運
輸
省
第

三
港
湾
建
設
局
神
戸
港
工
事
事
務
所
次
長
の
西
利
和
さ
ん
が
瑞
宝
双

光
章
、
元
自
衛
官
の
稲
生
正
治
さ
ん
が
第
13
回
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

昭
利
45
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
、
約
32

年
の
長
き
に
わ
た
り
海
上
自
衛
官
と
し
て

防
衛
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

海
上
自
衛
隊
設
術
艦
の
水
測
員
や
和
歌
山

由
良
基
地
分
遣
隊
警
備
科
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
防
衛
の
第
一
線
で
危
険
業
務
に

従
事
し
た
業
績
と
貢
献
が
認
め
ら
れ
ま
し

た。

串本町役場各課への直通電話のお知らせ
串本町役場各課への直適電話番号を導入しています。こ用件のある課の電話番号にかけていただくと、直接

その課につながります。ぜひ便利なダイヤルインをご利用ください。

※従来どおり、代表番号から本庁舎・分庁舎の各課へお繋ぎすることもできます。

《役場庁舎各課電話番号》

ホームページhttp://www.town.kush1moto.wakayama.jp/

メールアトレスkikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp

課 名 電話番号 課 名 電話番号

総務課（代表） 62-0555 
役
総合業務課（代表） 72-0087 

役
税務課 62-0586 

場
水道課 72-0082 

場 住民課 62-0567 
分
環境衛生課 72-0083 

庁
本 保健福祉課 62-0562 全 建設課 72-0628 

仁コ

庁 会計課 62-0590 議会事務局 72-0007 

全
商工観光課 62-0557 セ文 課 名 電話番号

仁コ

農林水産課 62-0558 ン化 学校教育課 62-6066 
夕

企画財政課 62-0556 | 生涯学習課 62-0006 

※本庁舎・分庁舎から文化センターヘは内線でお繋ぎできません。

【広告】町収入の一部と寸るため有料広告を掲載していまg。

古座町役場


